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県管理河川における主な課題県管理河川における主な課題

山形県

平成2９年5月30日

形県



平成２８年８月 北海道・東北豪雨を踏まえた課題・対応

平成２８年８月 北海道・東北豪雨を踏まえた主な課題

課題１：水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保課題１：水害リスク情報等の共有による確実な避難の確保

課題２：河川管理施設の効果の確実な発現

課題に対する対応課題に対する対応

対応１－①：想定最大規模降雨に対する洪水浸水想定区域設定の推進

１－②：タイムラインの作成およびホットラインの推進

対応２：河川流下能力向上計画に基づく減災に向けた取組の推進
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対応１－①：想定最大規模降雨に対する洪水浸水想定区域設定の推進

洪水浸水想定区域の設定

最上川上流エリアの対象河川

洪水予報河川 １河川洪水予報河川： １河川

水位周知河川： ９河川

Ｈ２８実施河川 １河川（水位周知河川）Ｈ２８実施河川： １河川（水位周知河川）

Ｈ２９年度以降、残り９河川について洪水浸

水想定区域設定を推進する水想定区域設定を推進する。

Ｈ２９年度は、月光川、庄内高瀬川の洪水浸

水想定を実施水想定を実施。

洪水予報河川【県管理】6河川

水位周知河川【県管理】64河川
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急激な水位上昇等による要配慮者利用施設での逃げ遅れによる被害が発生（岩手県小本川）

対応１－②：タイムラインの作成およびホットラインの推進

昇 要 者 設 被害 発 岩 県 本

（現状と課題）
○小本川沿川地域で避難勧告が出ていなかった。

・県から情報が首長に伝わっていなかった。

○都道府県管理河川でも

ホットラインの構築が必要

・首長に対する技術的な支援がなかった。（水位の上昇が早く臨機な対応ができなかった。）

避難勧告等の発令に着目したタイムラインとホットラインのイメージ

氾濫危険情報
避難勧告の発令 避難開始

氾濫危険情報

河川管理者 市町村 住民水位に応じて各主体が行動

河川住宅地

タ避難勧告の発令 避難開始
氾濫危険水位

の発表
避難勧告の発令 避難開始

氾濫警戒情報
の発表

避難準備情報
の発表

避難準備
要配慮者避難開始

氾濫注意情報
の発表

水防団の準備・
出動を指示

氾濫警戒情報

の発表

の発表

水
位
上

(

時
間
経

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

避難勧告の発令 避難開始

氾濫警戒情報

の発表

避難準備情報

の発表

避難準備

要配慮者避難開始

水防団の準備・

出動を指示

避難判断水位

の発表 出動を指示
昇

経
過)

ホットライン

ンの発表 出動を指示

ホットライン

山形県では、ホットラインの活用を促す国からの通知（Ｈ２０．７月）を受け、総合支庁から市町村の防災担

当課長を通して市町村長に対し河川の状況等の情報提供を行っていた。

平成 年度「山形県水防計画書 にホ トラインの取組を位置付け 出水時の取組を推進する平成２９年度「山形県水防計画書」にホットラインの取組を位置付け、出水時の取組を推進する。

タイムライン

洪水予報河川６河川を対象に、平成２９年度以降タイムラインの作成を推進する。

3

3



対応②：流下能力向上計画に基づく減災に向けた取組の推進

箇所選定基準と目標 県管理河川のうち１６０ｋｍ（約１９０箇所）を対象に Ｈ２９～Ｈ３３の

阻害要因別の対策パターン

県管理河川のうち１６０ｋｍ（約１９０箇所）を対象に、Ｈ２９～Ｈ３３の

５ヶ年で堆積土・支障木対策を実施する。

対策スケジュール
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今後の進め方（案）今後の進め方（案）

H28年度 H29年度

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備会

第１回幹事

H29.2.17

①幹事会
H29.5.11

幹事会幹事会 幹事会

第１回幹事

会開催時点 ①協議会
H29.5.30

②協議会

二級河川減災対策協議会の設立～取組方針の策定 取組方針の実施
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